このお はなし は、 ずゐ ぶん 北の方の 寒い ところから 

きれぎれに 風に 吹きとば されて 来たので す。 氷が ひと 

くらげ 

で や 海月 や さまざま のお 菓子の 形 をし て ゐる位 寒 い 北 

の 方から 飛ばされて やって来 たのです。 

十二月の 二十 六日の 夜 八 時べ ー リング 行の 列車に 乗 

つて ィ ー ハトヴ を 発った 人た ちが、 どんな 眼に あった 

かきつ とどな たも 知りたい でせ う。 これ は そのお はな 

しです。 

X 



ぜんたい 十二月の 二十 六日 はィ ー ハトヴ は ひどい 吹 

雪でした。 町の 空 や 通り はまる つき リ白 だか 水色 だか 

変にば さ/ \ した 雪の 粉で いっぱい、 風 は ひっきり な 

しに 電線 や 枯れた ポプラ を 鳴らし、 鴉な ども 半分 凍 

つた やうに なって ふら/^ と 空 を 流されて 行きました _ 

た、 V、 まあ、 その 中から 馬 そりの 鈴の チ リンチ リン 鳴 

る 音が、 やっと 聞え るので やっぱり 誰か 通って ゐ るな 

とい ふこと がわ かるので した。 

ところが そんな ひど い 吹雪で も 夜の 八 時に な つ て 停 

車 場に 行って 見ます と 暖炉の 火 は 愉快に 赤く 燃え あが 

り、 ベ ー リング 行の 最大 急行に 乗る 人た ち はもう その 



前に まつ 黒に 立って ゐ ました。 

何せ 北極の ぢき 近くまで 行く のです からみん な はす 

つかり 用意して ゐ ました。 着物 はまる で 厚い 壁の くら 

ながぐ つ 

ゐ 着込み、 馬 油 を 塗った 長靴 を はき トランクにまで 寒 

さで ひびが 入らない やうに 馬 油 を 塗って みんな ほ 

う/ \ し てゐ ました。 

きくわん しゃ 

汽罐 車 はもう すつ か リ 支度が できて 暖 さ う な 湯気 を 

吐き、 客車に はみ な 明るく 電燈 がと もり、 赤い 力 ー テ 

ンも おろされて、 プラット ホ ー ムに まっすぐに ならび 

ました。 

『ベ ー リング 行、 午後 八 時 発車、 ベ ー リング 行。』 一 人 



の 駅夫が 高く 叫びな が ら 待合室 に 入って 来ました。 

すぐ 改札の ベルが 鳴り みんな はわい/ \ 切符 を 切つ 

て 貰って トランク や 袋 を 車の 中に か つぎ 込みました。 

間もなく パリ パリ 呼子が 鳴り 汽罐 車 は 一 っポ— とほ 

えて、 汽車 は 一目散に 飛び出しました。 何せべ ー リン 

グ 行の 最大 急行です から 実に はやい もんです。 見る 間 

に そのお しま ひの 二 つ の 赤い 火が 灰い ろの 夜の ふ、 V き 

の 中に 消えて しま ひました。 こ、 まで はたし かに 私 も 

知って ゐ ます。 

X 



を 

人 風の 人な ど 三 四 人 居りました。 

汽車 は 時々 素通りす る 停車場の 踏切で がた つと 横に 

ゆれながら 一生 けん 命 ふ、 V きの 中 を かけました。 しか 

しその 吹雪 も だん/^ を さまった のか それとも 汽車が 

吹雪の 地方 を 越した のか、 まもなく みんな は 外の 方 か 

ら 空気に 圧しつ けられる やうな 気がし、 もう 外で は 雪 

が 降って ゐな いとい ふやう に 思 ひました。 黄い ろな 帆 

布の 青年 は 立 つ て 自分の 窓の 力— テン を 上げました。 



こっちの は 相対的で すがな あ、 あっち はもう 絶対です。 

寒さが ちが ひます。』 

『あなた は 何 べん 行った ね。』 

『私 は 今度 一 一遍 目です が。』 

『ど うだらう、 わしの 防寒の 設備 は 大丈夫 だら うか。』 

『どれ 位 ご 支度なさい ました。』 

『さあ、 まぁ^ -— ハトヴ の 冬の 着物の 上に、 ラッコ 裏 

うちぐ わいた う びば あ くろぎ つね 

の 内 外套ね、 海狸の 中 外套ね、 黒 狐 表裏の 外 外套ね。』 

『大丈夫で せう、 ずゐ ぶんい ゝぉ 支度です。』 

『さ うだらう か、 それから 北極 兄弟 商会 パテントの 緩 

慢 燃焼 外套ね 。』 



X 

毛皮 外套 を あんまり 沢山 もった 紳士 はもう ひとりの 

外套 を 沢山 もった 紳士と 暄嘩 をし ましたが その あとの 

方の 人 はたう とう 負て 寝た ふリ をして しま ひました。 

紳士 は そこで つ、 V けさ まに ゥヰ スキ— の 小さな コッ 

プを 十一 一ば かりやり ましたら すっかり 酔 ひがま はって 

くちびる 

もう 目 を 細く して 唇 をな めながら そこら 中の 人に 見 

あたり 次第く だ を 巻き はじめました。 

『ね、 おい、 氷河 鼠 の 頸のと ころの 毛皮 だけ だぜ。 え、、 

氷河 鼠の 上等 さ。 君、 君、 百 十六 疋の 分なん だ。 君、 



『い、 よ。 僕 は 紳士で もせり 売屋 でも 何でもい、。 君 

の その 毛皮 は にせもの だ』 

やばん 

『野蕃 なやつ だ。 実に 野蕃 だ』 

『い、 よ。 おこるな よ 向 ふへ 行って 寒かったら 僕のと 

こへ おいで』 

『頼まない』 

よその 紳士 はすつ かりぶ り/ \ して それでも きまり 

悪さう にや はりう つ /\ 寝た ふり をし ました。 

ひょうが ねずみ も くちびる 

氷河 鼠の 上着 を 有った 大将 は 唇 をな めながら ま 

はり を 見 ま はした。 

『君、 おい 君、 その 窓のと ころのお 若い の。 失敬 だが 



君 は 船乗り かね』 

若者 は やっぱり 外 を 見て ゐ ました。 月の 下に はまつ 

たんぱく せき 

白な 蛋白 石の やうな 雲の 塊が 走って 来る のです。 

『おい、 君、 何と 云っても 向 ふ は 寒い、 その 帆布 一枚 

ぢ やとても やり切れ たもん ぢ やない。 けれども 君 はな 

か/^ 豪 儀な とこが ある。 よろしい 貸て やらう。 僕の 

を 一 枚 貸て やらう。 さう しょう』 

けれども 若者 はそんな 言が 耳に も 入らない とい ふや 

うでした。 つめたく 唇 を 結んで まるで オリオン 座のと 

この 鋼い ろの 空の 向 ふ を 見透かす やうな 眼 を し て 外 を 

見て ゐ ました。 



『ふん。 バ— スレ— かね。 黒 狐 だよ。 なかなか 寒い か 

らね、 おい、 君 若い お 方、 失敬 だが 外套 を 一枚お 貸 申 

すと しょ うぢ やない か。 黄い ろの 帆布 一 枚ぢ やどう し 

て どうして 零下の 四十 度 を 防ぐ もな にもで き やしない 

黒 狐 だから。 おい 若い お 方。 君、 君、 おい なぜ 返事せ 

んか。 無礼な やつ だ 君 は 我輩 を 知らん か。 わし はね 

ノ -1 ハト ヴのタ イチ だよ。 ノ -1 ハト ヴのタ イチ を 知ら 

んか。 こんな 汽車へ 乗る んぢ やなかった な。 わしの 持 

船で 出かけたら だまって 殿 さまで 通 るんだ。 ひとりで 

出掛けて 黒 狐 を 九百疋 とって 見せる なんて 下らない か 

け をした もん さ』 



こんな 馬鹿け た 大きな 子供の 酔 どれ をもう 誰も 相手 

にしませんでした。 みんな 眠る か睡る 支度でした。 き 

ちんと 起きて ゐ るの はさつ きの 窓の そばの 一 人の 青年 

すみ 

と 客車の 隅で しきりに 鉛筆 をな めながら きよとき よと 

やせ あか ひげ 

聴き 耳 をた てて 何 か 書きつ けて ゐる あの 痩た 赤 髯の男 

だけでした。 

『紅茶 はいか、 V です か。 紅茶 はいか、 V です か』 

白 服の ボ— ィが 大きな 銀の 盆に 紅茶の コ ップを 十ば 

お ほ また 

かリ 載せて しづかに 大股に やって来ました。 

『おい、 紅茶 をお くれ』 ィ ー ハト ヴのタ イチが 手 をの 

ばし ました。 ボ— ィ はから だ を か ^ めて すばやく 一 つ 



そのと き 俄に 外が が や/ \ して それから いきなり 

扉が がた つと 開き 朝日 はビ ー ルの やうに ながれ 込み 

ました。 赤 ひげが まるで 違った 物凄い 顔 をして ピ 

力/ \ する ピストル をつ きつけて は ひ つ て 来ました。 

その あとから 一 一十 人ば かりの すさまじい 顔つき をし 

しろくま 

た 人が どうも それ は 人と いふより は 白熊と い つた 方が 

ゆきぎ つ ね 

ぃゝ やうな、 いや、 白熊と いふより は 雪 狐と 云った 方 

がいい やうな すてきに もく くした 毛皮 を 着た、 いや 

着た とい ふより は 毛皮で 皮が できて ると いうた 方が 

い、 やうな、 ものが 変な 仮面 を かぶった えり 卷を眼 ま 

で 上げたり して まつ 白ない きを ふう/^ 吐きながら 大 



『よし、 さあで は 引き あげ、 おい 誰でも おれたちが こ 

の 車 を 出ない うちに 一 寸 でも 動いた やつ は 胸に スポン 

と 穴 を あける から、 さう 思 へ 』 

その 連中 は ぢリぢ りと あと 退り して 出て 行きました _ 

そして 一 人づっ だんだん 出て 行って おしま ひ 赤 ひげ 

が こっちへ ピストル を 向けながら せなかで タイ チを押 

す やうに して 出て 行かう としました。 タイ チは髪 をば 

ちゃば ちゃに して 口 をび くびく まげながら 前から は ひ 

とびら 

つばられ うしろから は 押されて もう 扉 の 外へ 出さう 

になり ました。 

俄 に 窓のと こに 居た 帆布の 上着の 青年が まるで 天 



井に ぶ つつかる 位の ろしの やうに 飛び あがりました。 

ズ ドン。 ピストルが 鳴りました。 落ちた の はた、 V の 

黄い ろの 上着 だけでした。 と 思ったら あの 赤 ひげが も 

う 足 をす くって 倒され 青年 は 肥った 紳士 を 又 車 室の 中 

に 引っぱり 込んで 右手に は 赤 ひげの ピストル を 握 つ て 

凄い 顔 をして 立って ゐ ました。 

赤 ひげが やっと 立ち あがりましたら 青年 はしつ かり 

そのえ リ首 をつ かみ ピストル を 胸に つきつけながら 外 

の 方 へ 向いて 高く 叫びました。 

くま もっと 

『おい、 熊 ども。 きさまら のした こと は 尤も だ。 け 

れ どもな おれたち だって 仕方ない。 生きて ゐ るに はき 
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